
中馬 天野

　

東
日
本
大
震
災
後
４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
死
亡

者
が
１
万
５
千
人
余
、
行
方
不
明
者
は
５
千
人
余
と

の
報
道
に
、
改
め
て
想
像
を
絶
す
る
規
模
の
災
害
に

驚
き
と
悲
し
み
で
心
が
痛
み
ま
す
。
又
、
原
発
の
問

題
は
、
見
え
な
い
放
射
能
被
害
に
、
国
民
は
不
安
の

毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
救
援
・
救
助
活

動
を
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

頼
り
に
す
べ
き
国
の
政
局
に
は
、
不
安
と
、
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

貞
明
皇
后
の
御
歌

　

四
方
の
国　

睦
み
は
か
り
て　

救
わ
な
む

　

幸
な
き
人
の　

幸
を
得
つ
べ
く　

幸
を
得
つ
べ
く

を
思
い
起
こ
し
、
復
興
へ
は
長
い
道
程
が
予
側
さ
れ

ま
す
が
、
国
民
相
互
の
力
で
乗
り
切
り
、
早
期
の
収

束
に
向
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　

今
、
人
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
す
る
こ
と
は
、
被

災
地
に
お
い
て
も
、
病
院
に
お
い
て
も
共
通
す
る
大

事
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
人
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
助
け
ら
れ
、
強
く
な
り
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
「
当
院
の
理
念
」
を
噛
み
し
め

て
い
ま
す
。

よ

も

む
つ

す
く

さ
ち

(６月７日ホームページを更新いたしました)
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さくら病院の軒下で育った、

今年生まれの５兄弟です。

元気に飛び立つ日も間近。
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今年生まれの５兄弟です。

元気に飛び立つ日も間近。

HAPPY BIRTHDAY!
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院長 原　裕介 先生

誕生月に検診を受けましょう！七
夕
会

２内科２内科２内科

　

梅
林
の
地
（
開
業
当
初
は
地
下
鉄

梅
林
駅
も
ま
だ
出
来
て
い
な
く
陸
の

孤
島
で
し
た
）で
開
業
し
て
早
い
も
の

で
１３
年
目
に
な
り
ま
す
。
原
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
原 

裕
介
と
申
し
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
の
副
院
長
江
頭
芳
樹

先
生
と
は
、
高
校
・
大
学
と
同
級
で

医
局
が
内
科
・
外
科
と
違
う
だ
け
で
以

前
よ
り
親
し
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
お
兄
さ
ん
の
江
頭
啓
介
院
長

先
生
も
大
学
時
代
か
ら
芳
樹
先
生
を

介
し
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
頭
兄
弟
は
、
大
学
同
期
の
中
で

一
番
先
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
若
い

頃
か
ら
医
政
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

あ
る
御
二
人
を
い
ろ
ん
な
面
で
参
考

に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
（
以
前
は
江
頭
病
院

と
言
っ
て
い
ま
し
た
）
開
業
当
初
よ

り
（
確
か
私
が

浜
の
町
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
時
と
思
い
ま
す
）、

週
半
日
ネ
ー
ベ
ン
で
、
外
科
・
肛
門

疾
患
・
腹
部
疾
患
を
中
心
に
内
科
診

療
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
開
業

後
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｉ
Ｒ
検
査
な
ど
御
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
所
も
ベ
ッ
ド
が
２
床
あ
り
ま

す
が
、
当
直
看
護
師
さ
ん
が
足
り
ず
、

手
術
後
の
患
者
さ
ん
の
２
〜
３
日
入

院
し
か
で
き
な
い
の
で
急
病
の
方
の

入
院
も
最
近
は
御
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
そ
ば
に
介

護
施
設
を
つ
く
り
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
の
入
居
者
の
急
変
時
に
は
、
ま
た

御
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ か ド ッ クよ か ド ッ ク

胃 が ん 検 診
大腸がん検診
胃 が ん 検 診
大腸がん検診

後期高齢者健診後期高齢者健診 75歳以上 … 500円

40～69歳 … 500円
70～74歳 … 無 料

40歳以上 … 1800円
40歳以上 … 500円

※70歳以上は無料

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は「
七
夕

会
」を
6
月
2
7
日
か
ら
一
週
間

行
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
織
姫
・
彦

星
様
の
人
形
作
り
や
、短
冊
に
願

い
ご
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
か
な
か
言
え
な
い
家
族
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
書
か
れ
る

方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
撮
影
に
は
皆
さ
ん
照
れ
な

が
ら
も
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
の

願
い
は
、来
年
も
再
来
年
も
ず
っ

と
元
気
に
皆
さ
ん
が
来
ら
れ
ま

す
様
に
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

2
内
科
で
は
、
７
月
4
日
、
七

夕
会
を
催
し
、
会
場
に
は
患
者
様

が
短
冊
に
願
い
を
こ
め
た
七
夕
飾

り
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
踊
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
よ
る
三
線
や
手
品
の

出
し
物
を
見
て
涙
さ
れ
る
患
者
様

も
い
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

通所リハビリ通所リハビリ通所リハビリ

胃がん検診は、胃カメラ又は胃透視です。
予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。

TEL : 092-864-1212　さくら病院 外来

新
任
ご
あ
い
さ
つ

　４月よりさくら病院にやってまいりました、天野角
哉（アマノカクヤ）と申します。平成２年に九州大学
第二内科（現、病態機能内科学）に入局し、胃腸科を
専門としています。松山赤十字病院や川崎医科大学（岡
山県倉敷市）などで勤務し、７年間福岡赤十字病院で
勤務したのち、当院へ赴任いたしました。
　ずっと胃腸科専門でやってまいりましたので、消化
管の造影検査と内視鏡検査を行い、その診断、治療に
追われる日々でしたが、当院では専門外の脳卒中や肺
炎などの全身疾患に研修医の頃を思い出し悪戦苦闘し
ながら、勉強、経験させていただいています。
�当院はご高齢の患者さんが多いため、嚥下障害を伴
い胃瘻の適応となる方も比較的多くみられます。患者
さんの御家族の強い希望があり、全身状態が改善する
ようであれば、積極的に胃瘻造設を行いたいと思います。
�また、消化管の造影検査や内視鏡検査の検査件数を
増やすために、さくら病院での消化管検査は非常に楽
で診断が確実と評判になるように、日々精進行いたい
と存じます。

　４月より福岡大学筑紫病院より勤めさせていた
だいています中馬健太（チュウマンケンタ）です。
出身は鹿児島県で時折こういった苗字がある地域
ですが、大学入学以降は福岡で早くも10年目にな
りました。福岡大学筑紫病院で２年間の研修を経て、
福岡大学筑紫病院消化器内科に入局しました。
　さくら病院は、大学病院とは違い患者さんも多
種多様な訴えがあり、合併疾患も多様性に富んで
います。消化器内科医としても、一般内科医とし
てもまだまだ学ぶことが多く、諸先輩方のご指導
のもと日々勉強しながら診療を行っております。
�入院患者さんの入れ替わりも多く、短期の入院
の方も少なくないですが、信頼関係をしっかりと
築き、その上で納得のいく診療ができるように心
がけています。また、コメディカルスタッフとの
連携がとりやすく助言なども頂いており大変感謝
しています。ここでしかできない経験を大切にし
頑張っていきたいと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いします。

東風平高根さん

こ ち ひ ら た か ね

コンサート
　

平
成
23
年
6
月
7
日（
火
）14
時
に

さ
く
ら
病
院
食
堂
会
議
室
で
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
病
院
の
患
者
様
で
あ
る
村

岡
喜
美
子
さ
ん
の
ご
紹
介
で
今
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
だ
い
た
東

風
平
高
根（
こ
ち
ひ
ら
た
か
ね
）さ
ん

は
沖
縄
県
首
里
出
身
で
ソ
ロ
活
動
し

て
い
る
ミ
ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
す
。
沖

縄
三
線
を
弾
き
、全
国
の
ラ
イ
ブ
会
場

で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
、さ
く
ら
ユ
ニ
ッ
ト
、3

内
科
の
患
者
様
、家
族
、病
院
ス
タ
ッ
フ

な
ど
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
良
く
知
っ
て
い
る「
花
」

を
皆
で
合
唱
し
た
り
、「
涙
そ
う
そ

う
」
な
ど
全
7
曲
を
歌
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
福
岡
に
ち
な
ん
だ
曲
と

し
て
私
た
ち
が
良
く
知
っ
て
い
る「
炭

坑
節
」
を
三
線
を
弾
き
な
が
ら
歌
っ

て
い
た
だ
き
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

車
イ
ス
で
病
棟
か
ら
聞
き
に
来
た

患
者
様
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
来
て

い
た
利
用
者
様
は
東
風
平
さ
ん
の
歌

を
聴
き
表
情
が
だ
ん
だ
ん
笑
顔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
温
か
く
力
強

い
声
が
聞
く
人
の
心
を
元
気
に
す

る
不
思
議
な
力
が
あ
る
よ
う
で
す
。

村
岡
喜
美
子
様
は
素
敵
な
ド
レ
ス
で

曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
皆
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
命
ど
ぅ
宝
」
〜
ぬ
ち
ど
ぅ
た
か
ら

　

と
は
沖
縄
の
言
葉
で
命
こ
そ
宝
と

い
う
意
味
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
命
は

と
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
後
も
一

人
一
人
に
声
を
か
け
握
手
を
し
て
く

れ
た
東
風
平
高
根
さ
ん
や
村
岡
喜
美

子
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
日
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
イ
フ
ケ
ア
大
手

門
」
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
行
か
れ

る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。
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こ
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い
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意
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。
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と
り
の
命
は

と
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も
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な
も
の
で
あ
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こ
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コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
後
も
一

人
一
人
に
声
を
か
け
握
手
を
し
て
く

れ
た
東
風
平
高
根
さ
ん
や
村
岡
喜
美

子
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
日
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
イ
フ
ケ
ア
大
手

門
」
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
行
か
れ

る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

中馬健太医師

ちゅうまん け ん た

天野角哉医師

あまの　　　かくや



　

梅
雨
の
時
期
、
雨
に
洗
わ
れ
た
あ
じ
さ

い
の
色
が
鮮
や
か
な
季
節
の
な
か
で
、

「
さ
く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
平
成
23
年
6

月
27
日(

月)

に
タ
カ
ク
ラ
ホ
テ
ル
福
岡
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
、
病
診
連
携
で
ご
協
力
を
頂

い
て
い
ま
す
先
生
方
や
多
職
種
の
方
に
ご

参
加
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　

今
回
の
さ
く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
特

別
講
演
と
し
て
、
九
州
大
学
大
学
院
医
学

研
究
院
病
態
機
能
内
科
学　

教
授
の
北
園

孝
成
先
生
に
よ
り
「
脳
梗
塞
の
病
態
と
治

療
」
の
御
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
診
療
・
病
診
連
携
の
情
報
と
医

局
の
先
生
方
・
看
護
部
の
部
門
責
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の
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介
が
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れ
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の
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造
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化
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ニ
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ズ
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齢
化
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進
展
」
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す
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今
後
、
実
の
あ
る
連
携
の
実
現
に
は
、

各
病
院
が
自
ら
の
機
能
を
明
確
に
す
る
事

が
欠
か
せ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
し
て
、

医
療
資
源
や
社
会
資
源
を
有
効
活
用
す
れ

ば
、
出
来
る
こ
と
が
格
段
に
ひ
ろ
が
り
患

者
も
疾
病
予
防
か
ら
治
療
ま
で
切
れ
目
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。�

　

だ
か
ら
こ
そ
、
連
携
は
重
要
で
あ
り
、

今
後
よ
り
高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

再
確
認
で
き
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。
ま

た
、
懇
親
会
で
は
、
先
生
方
と
情
報
交
換

が
で
き
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出

来
ま
し
た
。�

�

　

今
後
と
も
地
域
住
民
の
方
に
さ
ら
に
安

心
し
た
医
療
・
介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
「
顔
の
み
え
る
連
携
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
開
催
に

多
く
の
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�
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　平成22年4月、厚生労働省より新人看護職員の臨床研修

等の努力義務化が通達され、看護部の教育体制の整備が求

められました。この背景には、新人看護師の離職防止、看

護師不足があります。当院においても、教育システムの見

直しを行い、変化に対応できる体制を整えました。しかし、

人を育てるのはシステムではなく人であり、看護部全体、

ひいては組織全体です。新人（新入職者）を組織全体で迎

え入れ、皆で育て、互いに成長できる組織風土を作り上げ

られるよう、教育委員が中心となり、新人（新入職者）研

修を行っています。患者様に安心して医療を受けていただ

けるよう、新人のみならず、皆で成長していけるよう取り

組んでおります。皆様からのご意見・ご指導は、私達看護

師の成長の糧となっております。患者様に満足のいくサー

ビスが提供できるよう、看護師一同努力してまいりますの

で、今後ともご意見・ご指導の程、よろしくお願い致します。

互いに成長できる組織を目指して
                                                                 看護部教育委員会

　　　　医療機関で収縮期血圧(いわゆる上の血圧)が140または拡張期血圧(下の血圧)が90以上が続

く場合や家庭内での血圧が135/85以上の場合高血圧症といえます。1回の測定ではなく、複数回(1

度に何回も測るのではなく、日を変えて)の測定で判断します。

診 断診 断診 断

原 因原 因原 因　　　　原因がはっきりしていない本態性高血圧症が9割を占

めています。遺伝や生活習慣、加齢などが複雑に関与して発症

しているといわれています。ただし高齢者がみんな高血圧症で

はありません。残りの1割が何らかの原因疾患があって血圧が

上昇している二次性高血圧症といわれるもので、これはその原

因疾患を治療することで完治する可能性があります。

治 療治 療治 療

最後に…最後に…最後に…

　　　　とりあえずは１４０／９０以下を目標とします。治療は非薬物療法（生活習慣の修正）と薬物

療法があり、できればまず生活習慣の修正から始めます。これは食事、特に塩分制限が重要で、日本

人は昔から塩辛いものを好む習慣があり、塩分過剰の傾向（平均１２g程度）があります。塩分が多

いと明らかに血圧が上昇することがわかっており、治療としては１日当たり６g未満が推奨されてい

ます。梅干し１個でも２gの塩分が含まれており、実際にはなかなか難しいところです。嗜好品とし

ては飲酒も血圧に関係しており、男性では１日ビール大瓶１本または日本酒１合程度、女性はその半

分が目安です。また、肥満のある方は減量することも有効です。運動はさらに取り組みにくいもので

すが、通勤や買い物などを利用すると比較的始めやすいでしょう。まずは１日３０分程度の徒歩を汗

ばむくらいのスピードで週２～３回くらいがいいと思われます。もちろん心肺機能や足腰の状態によ

っては無理できないこともあります。喫煙、睡眠不足、ストレスなども関係するといわれています。

薬物療法は降圧薬といわれる薬を飲むことになります。よく一度飲みだすと一生飲まなくてはいけな

いのですかと聞かれますが、先ほどの生活習慣の修正で血圧が下がり、中には薬を

中止できることもあります。薬については専門の医師に任せてください。そして決

して自分で薬の量を変えたり、やめたりしないでください。

　　　　　　高血圧症はきちんとコントロールすれば怖くありません。

まずは血圧が高いといわれたら、病院に相談してみましょう。

　 高 血 圧 症 の 方 は 全 国 で 約

3000万人以上と推定され、日本

人の４人に１人、更に５０歳以

上では２人に１人がかかっているとされています。病名に症状の「症」がついていますが、実際には

症状はほとんどなく、放置されがちな病気です。しかし後に述べるように様々な合併症を来しやすく、

「本当は怖い病気」といえます。今日は外来、入院を問わず当院でも大変患者数が多いこの高血圧症

についてお話ししたいと思います。

高血圧症高血圧症について
秋満 俊介 医師

　　　　 動脈硬化の原因と
なり、その結果、脳卒中、
心臓病、腎臓病を合併しや
すくなります。ときに
それらは致命的となる
こともあります。

合併症合併症合併症
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さくら病院の軒下で育った、

今年生まれの５兄弟です。

元気に飛び立つ日も間近。
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HAPPY BIRTHDAY!
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院長 原　裕介 先生

誕生月に検診を受けましょう！七
夕
会
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梅
林
の
地
（
開
業
当
初
は
地
下
鉄

梅
林
駅
も
ま
だ
出
来
て
い
な
く
陸
の

孤
島
で
し
た
）で
開
業
し
て
早
い
も
の

で
１３
年
目
に
な
り
ま
す
。
原
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
原 

裕
介
と
申
し
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
の
副
院
長
江
頭
芳
樹

先
生
と
は
、
高
校
・
大
学
と
同
級
で

医
局
が
内
科
・
外
科
と
違
う
だ
け
で
以

前
よ
り
親
し
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
お
兄
さ
ん
の
江
頭
啓
介
院
長

先
生
も
大
学
時
代
か
ら
芳
樹
先
生
を

介
し
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
頭
兄
弟
は
、
大
学
同
期
の
中
で

一
番
先
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
若
い

頃
か
ら
医
政
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

あ
る
御
二
人
を
い
ろ
ん
な
面
で
参
考

に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
病
院
（
以
前
は
江
頭
病
院

と
言
っ
て
い
ま
し
た
）
開
業
当
初
よ

り
（
確
か
私
が

浜
の
町
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
時
と
思
い
ま
す
）、

週
半
日
ネ
ー
ベ
ン
で
、
外
科
・
肛
門

疾
患
・
腹
部
疾
患
を
中
心
に
内
科
診

療
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
開
業

後
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｉ
Ｒ
検
査
な
ど
御
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
所
も
ベ
ッ
ド
が
２
床
あ
り
ま

す
が
、
当
直
看
護
師
さ
ん
が
足
り
ず
、

手
術
後
の
患
者
さ
ん
の
２
〜
３
日
入

院
し
か
で
き
な
い
の
で
急
病
の
方
の

入
院
も
最
近
は
御
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
そ
ば
に
介

護
施
設
を
つ
く
り
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
の
入
居
者
の
急
変
時
に
は
、
ま
た

御
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ か ド ッ クよ か ド ッ ク

胃 が ん 検 診
大腸がん検診
胃 が ん 検 診
大腸がん検診

後期高齢者健診後期高齢者健診 75歳以上 … 500円

40～69歳 … 500円
70～74歳 … 無 料

40歳以上 … 1800円
40歳以上 … 500円

※70歳以上は無料

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は「
七
夕

会
」を
6
月
2
7
日
か
ら
一
週
間

行
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
織
姫
・
彦

星
様
の
人
形
作
り
や
、短
冊
に
願

い
ご
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
か
な
か
言
え
な
い
家
族
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
書
か
れ
る

方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
撮
影
に
は
皆
さ
ん
照
れ
な

が
ら
も
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
の

願
い
は
、来
年
も
再
来
年
も
ず
っ

と
元
気
に
皆
さ
ん
が
来
ら
れ
ま

す
様
に
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

2
内
科
で
は
、
７
月
4
日
、
七

夕
会
を
催
し
、
会
場
に
は
患
者
様

が
短
冊
に
願
い
を
こ
め
た
七
夕
飾

り
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
踊
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
よ
る
三
線
や
手
品
の

出
し
物
を
見
て
涙
さ
れ
る
患
者
様

も
い
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

通所リハビリ通所リハビリ通所リハビリ

胃がん検診は、胃カメラ又は胃透視です。
予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。

TEL : 092-864-1212　さくら病院 外来

新
任
ご
あ
い
さ
つ

　４月よりさくら病院にやってまいりました、天野角
哉（アマノカクヤ）と申します。平成２年に九州大学
第二内科（現、病態機能内科学）に入局し、胃腸科を
専門としています。松山赤十字病院や川崎医科大学（岡
山県倉敷市）などで勤務し、７年間福岡赤十字病院で
勤務したのち、当院へ赴任いたしました。
　ずっと胃腸科専門でやってまいりましたので、消化
管の造影検査と内視鏡検査を行い、その診断、治療に
追われる日々でしたが、当院では専門外の脳卒中や肺
炎などの全身疾患に研修医の頃を思い出し悪戦苦闘し
ながら、勉強、経験させていただいています。
�当院はご高齢の患者さんが多いため、嚥下障害を伴
い胃瘻の適応となる方も比較的多くみられます。患者
さんの御家族の強い希望があり、全身状態が改善する
ようであれば、積極的に胃瘻造設を行いたいと思います。
�また、消化管の造影検査や内視鏡検査の検査件数を
増やすために、さくら病院での消化管検査は非常に楽
で診断が確実と評判になるように、日々精進行いたい
と存じます。

　４月より福岡大学筑紫病院より勤めさせていた
だいています中馬健太（チュウマンケンタ）です。
出身は鹿児島県で時折こういった苗字がある地域
ですが、大学入学以降は福岡で早くも10年目にな
りました。福岡大学筑紫病院で２年間の研修を経て、
福岡大学筑紫病院消化器内科に入局しました。
　さくら病院は、大学病院とは違い患者さんも多
種多様な訴えがあり、合併疾患も多様性に富んで
います。消化器内科医としても、一般内科医とし
てもまだまだ学ぶことが多く、諸先輩方のご指導
のもと日々勉強しながら診療を行っております。
�入院患者さんの入れ替わりも多く、短期の入院
の方も少なくないですが、信頼関係をしっかりと
築き、その上で納得のいく診療ができるように心
がけています。また、コメディカルスタッフとの
連携がとりやすく助言なども頂いており大変感謝
しています。ここでしかできない経験を大切にし
頑張っていきたいと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いします。

東風平高根さん

こ ち ひ ら た か ね

コンサート
　

平
成
23
年
6
月
7
日（
火
）14
時
に

さ
く
ら
病
院
食
堂
会
議
室
で
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
病
院
の
患
者
様
で
あ
る
村

岡
喜
美
子
さ
ん
の
ご
紹
介
で
今
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
た
だ
い
た
東

風
平
高
根（
こ
ち
ひ
ら
た
か
ね
）さ
ん

は
沖
縄
県
首
里
出
身
で
ソ
ロ
活
動
し

て
い
る
ミ
ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
す
。
沖

縄
三
線
を
弾
き
、全
国
の
ラ
イ
ブ
会
場

で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
、さ
く
ら
ユ
ニ
ッ
ト
、3

内
科
の
患
者
様
、家
族
、病
院
ス
タ
ッ
フ

な
ど
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
良
く
知
っ
て
い
る「
花
」

を
皆
で
合
唱
し
た
り
、「
涙
そ
う
そ

う
」
な
ど
全
7
曲
を
歌
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
福
岡
に
ち
な
ん
だ
曲
と

し
て
私
た
ち
が
良
く
知
っ
て
い
る「
炭

坑
節
」
を
三
線
を
弾
き
な
が
ら
歌
っ

て
い
た
だ
き
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

車
イ
ス
で
病
棟
か
ら
聞
き
に
来
た

患
者
様
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
来
て

い
た
利
用
者
様
は
東
風
平
さ
ん
の
歌

を
聴
き
表
情
が
だ
ん
だ
ん
笑
顔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
温
か
く
力
強

い
声
が
聞
く
人
の
心
を
元
気
に
す

る
不
思
議
な
力
が
あ
る
よ
う
で
す
。

村
岡
喜
美
子
様
は
素
敵
な
ド
レ
ス
で

曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
皆
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
命
ど
ぅ
宝
」
〜
ぬ
ち
ど
ぅ
た
か
ら

　

と
は
沖
縄
の
言
葉
で
命
こ
そ
宝
と

い
う
意
味
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
命
は

と
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
後
も
一

人
一
人
に
声
を
か
け
握
手
を
し
て
く

れ
た
東
風
平
高
根
さ
ん
や
村
岡
喜
美

子
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
日
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
ラ
イ
フ
ケ
ア
大
手

門
」
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
行
か
れ

る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。
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手
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中馬健太医師

ちゅうまん け ん た

天野角哉医師

あまの　　　かくや



中馬 天野

　

東
日
本
大
震
災
後
４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
死
亡

者
が
１
万
５
千
人
余
、
行
方
不
明
者
は
５
千
人
余
と

の
報
道
に
、
改
め
て
想
像
を
絶
す
る
規
模
の
災
害
に

驚
き
と
悲
し
み
で
心
が
痛
み
ま
す
。
又
、
原
発
の
問

題
は
、
見
え
な
い
放
射
能
被
害
に
、
国
民
は
不
安
の

毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
救
援
・
救
助
活

動
を
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

頼
り
に
す
べ
き
国
の
政
局
に
は
、
不
安
と
、
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

貞
明
皇
后
の
御
歌

　

四
方
の
国　

睦
み
は
か
り
て　

救
わ
な
む

　

幸
な
き
人
の　

幸
を
得
つ
べ
く　

幸
を
得
つ
べ
く

を
思
い
起
こ
し
、
復
興
へ
は
長
い
道
程
が
予
側
さ
れ

ま
す
が
、
国
民
相
互
の
力
で
乗
り
切
り
、
早
期
の
収

束
に
向
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　

今
、
人
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
す
る
こ
と
は
、
被

災
地
に
お
い
て
も
、
病
院
に
お
い
て
も
共
通
す
る
大

事
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
人
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
助
け
ら
れ
、
強
く
な
り
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
「
当
院
の
理
念
」
を
噛
み
し
め

て
い
ま
す
。

よ

も

む
つ

す
く

さ
ち

(６月７日ホームページを更新いたしました)

2011年 8月

Vol.39Vol.39

看護部長

山口　典子
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